















8人の逆流性食道炎 (RE) を合併したOSA患者と 9人
の逆流性食道炎を合併していないOSA患者及び 8人の健
常人に対して,食道内圧検査と食道内 pHモニタリング,睡
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ルが酸素飽和度を示している.脳波ではこの図で示されている期間は stage 2または stage 1の睡眠状態である.
図の中心付近で胸腹部の運動が続いているにも関わらず,呼吸による圧変化が著しく減少しており,閉塞性睡眠
時無呼吸が生じている.なお,無呼吸の終了時に脳波上の一時的な覚醒が生じている.
Ｂ：Aで示された時間の食道内圧である.上記で示された閉塞性睡眠時無呼吸イベントの発生時間が青い四角で表
示されている.上から,咽頭内圧,上部食道括約部圧,上部食道圧,中部食道圧,下部食道圧,食道胃接合部圧,胃
内圧を示している.閉塞性睡眠時無呼吸イベント時には吸気に伴う食道陰圧低下が徐々に大きくなっているが,
それに一致して食道胃接合部圧は上昇している.
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